
日本で定期的に開催される
唯 一 の 国 際 大 会『 U 2 2  
F u k u o k a  S u m m e r  
Cup2023  sponsored by 
STORM』が、9月16日から
18日まで、福岡市のパピオボ
ウルにて、日本を含む9つの国
と地域から159選手が参加し
て行われました。
今年で6回目ですが、昨年度

はコロナ禍の影響で国内大会
として開催され、国際大会とし
てフル規格でやるのは2019
年以来4年ぶりで、運営スタッ
フ一同、4年間のブランクを感
じずにはいられませんでした。
競技は2日間に分けて8Ｇを

投球し、上位48名を準決勝（4
Ｇ）に選出。12Ｇトータル上位
12名が最終日の決勝トーナメ
ントに進出し、1回戦で6名に、
2回戦で3名にしぼられ、そこ
からはステップラダーで優勝
者を決定します。ちなみに、大
会を通じて女子に7ピン、中学
生には5ピンのハンデが与えら
れます。
予選はAシフトから高スコア

の連発でした。300を含む
1976を打った植木詠章選手
（東京）が1位通過、カットライ
ンの48位のスコアが1715で

した。準決勝は、予選Bシフト
とAシフトが投げたあと、リオ
イルなしのレーンで行われ、マ
レーシアのAnis Hannani選手
が 2 8 6 3 で 1 位 、 I z z  
Naqiuddin選手が2位でした
が、キャリーダウンとブレイク
ダウンでインサイドに入ってか
らの投球は見事でした。
最終日の決勝トーナメント

には、その2名を含むマレーシ
アの選手が3名、残る9名は日
本選手（ナショナルチーム・

ユースナショナルチームの選
手が4名）が進出しましたが、
朝イチのレーンは日本勢に分
があったのか、マレーシアの3
選手は1回戦で全員姿を消しま
した。
決勝は、久冨木広選手（鹿児

島）と愛甲雅治選手（宮崎・ユー
スナショナルチーム）の九州対
決となりましたが、左腕から繰
り出す安定感のある投球で
276を叩き出した久冨木選手
が見事6代目のチャンピオンに
輝きました。
優勝者には、賞金30万円と

ボウリングボール、優勝盾、賞
状、副賞としてSTORM社とハ
イ・スポーツ社から1年間の用
品サポートが受けられる
“STORM Local Staff”が贈ら
れました。優勝者以外にも豪
華な賞品が用意されていまし
たが、それ以上のプレゼント
は、世界№1プロのジェイソ
ン・ベルモンテ選手の来場でし
た。デモ投球を披露したり、質
問コーナーで気軽に応答した

チミーティングや、海外VIPや
関係者との食事会、この期間中
しかできない国際交流も大切
なイベントです。福岡県ボウリ
ング連盟の四宮理事長はじめ
皆さんの仕事ぶりと、素晴らし
いホスピタリティに毎回感服し
ます。
大会のメインスポンサーで

あるSTORM社様、（株）ハイ・
スポーツ社様。ご協賛いただ
いたITカンファー（株）様、（株）
イースタンスポーツ様、西部ガ
ス都市開発（株）様、U22福岡
サポーターズクラブの皆様、ご
協力いただいたすべての皆様、
そして会場をご提供頂いたパ
ピオボウル様にこの場をお借
りして厚く御礼を申し上げま
す。

り、またJPBA通算20勝
の川添奨太プロ、現役ナ
ショナルチームメンバー
でもある今井双葉プロと
のエキシビションマッチ
は、大熱戦で大いに盛り
上がりましたが、その模
様は福岡県ボウリング連盟の
YouTubeチャンネルでご覧く
ださい。

国際大会の運営は本当に大
変です。海外から来るたくさん
のエントリーやさまざまなリク
エスト、海外とのメールのやり
取りは大会までにゆうに１００
通を超えました。
大会数日前になると海外選

手のお迎えが始まり、人数の多
いグループのときは、われわれ
の車では足りないのでタク
シー、そしてたくさんのボウリ
ングバッグとスーツケースを
運ぶトラックを準備します。ホ
テルに選手団とスーツケース
を送り届けたら、会場であるパ
ピオボウルまでボウリングバッ
グはわれわれが運搬、トラック
から降ろし、バッグをボール置
き場に運びます。迎えがあると
いうことは送りももちろんあ
り、それは大会終了後数日間続
きます。
大会中は海外のコーチやオ

フィシャルを全員招いたラン

Jason Belmonte
／1983年生まれ、オ
ーストラリア出身。
178㎝74㎏、両手投
げ。2008年からPBA
ツアーに参戦。今回
の来日までに15のメ
ジャータイトルを含

む31勝を挙げ、プレーヤー・オブ・ザ・イ
ヤー（年間最優秀選手賞）を7度受賞。
近年はボールの開発やボウリングゲー
ムの監修などにも携わり、マルチな活
躍ぶりを見せている。

今月の表紙

“両手投げの神様”が4年ぶり
に日本降臨！――通算31勝を
誇るPBAのトッププロ、ジェ
イソン・ベルモンテが9月16～
22日の旅程で来日。本紙は
21日午後、開場50周年の記
念イベントとして神奈川・タチ
バナボウルが開催したベルモ
ンテのプレミアム・レッスンを
訪ねた。 （PHOTO：馬場高志）

☆
今回、STORM社及びハイ・

スポーツ社がスポンサードす
る国際大会「U22福岡サマー
カップ」（下段「WOR L D  
TOPICS」参照）のスペシャル
ゲストとして来日したベルモン
テは17日・熊本（パスカワール
ドグリーンランド店）、19＆

20日・沖縄（スカ
イレーン＆エナ
ジックボウル美
浜）の3センター
でも両手投げの
レッスンやチャレ
ンジマッチなどの
イベントを開催。
4年ぶりの来日と
あって、この日の
タチバナボウルを
含め、どのイベン
トも多数のキャン
セル待ちが出る盛
況ぶりだった。

その熱気と期待に応えるよ
うに、ベルモンテは新作ボール
のデモンストレーションやレッ
スンでの模範投球でも軽々と
ストライクを連発。関係者によ
ると、スカイレーンでのチャレ
ンジではフレームごとにレーン
を移動しながらパーフェクトを
達成したというから驚く。
タチバナボウルでのプレミ

アム・レッスンは定員8名。ベ
ルモンテは通訳の上田暢子さ
ん（JBC国際委員会副委員長）
とともに、左端のボックスで受
付順に1人約15分間のマン
ツーマン指導を行い、順番待
ちの参加者は同センター所属
の山下昌吾（44期）、ハイ・ス
ポーツ社専属の石原章夫（11

期）両プロがアテン
ドしながら他のボッ
クスで投げ込むとい
う方式だった。
それぞれの指導
後には、参加記念と
してベルモンテがマ
スコットピンにその
場でサインを入れ、
希望者には同行者も
交えて記念撮影に応
じるファンサービス
も。“神様”と直にふ
れ合えるレアな機会
に、参加者の目は一様に輝いて
いた。

レッスン終了の15分後には、
タチバナボウルのジュニア会
員を対象にしたイベントがス
タート（夜は２フロアぶち抜き
でチャレンジも）。そのわずか
な休憩時間に、ベルモンテは
2、3の質問に答えてくれた。
――4年ぶりの来日はいかがで
したか？
「これ以上ないくらいの素晴
らしい滞在でした。世界中いろ
いろな国を旅していますが、日
本人の温かさ、そして日本の文
化はやはり一番だと思います」
――日本でも、あなたに憧れて
両手投げのボウラーが増えて

期的に、日本だけでなくアジア
の諸国を巡りたいと思ってい
ます」
――最後に、現役プロとしての
今後の目標を教えてください。
「当面はメジャータイトル
20勝（現在15勝）とプレー
ヤー・オブ・ザ・イヤーをもう1
回獲得すること（同7回）が目標
ですが、最終的には5大メ
ジャー大会でそれぞれ3勝する
スーパースラムを達成したい
ですね。すでにワールドチャン
ピオンシップとプレーヤーズ・
チャンピオンシップで3勝、
USBCマスターズとトーナメ
ント・オブ・チャンピオンズで
4勝していますが、USオープ
ンがまだ1勝なので、あと2勝
することを目標にします」
――それはすごい！　ますますの
ご活躍を楽しみにしています。
「アリガトウ（笑）」

います。今回それを改めて実
感したのでは？
「ワンハンド、ツーハンドを
問わず、人々がボウリングに興
じる姿を見ているのが私には
楽しく、うれしいことですが、
おっしゃるとおり、日本でも
ツーハンドのボウラーが倍々
のペースで増えていることは
実感しています。その要因
は、私自身の活躍の影響もあ
るでしょうが（笑）、やはりイ
ンターネットによってツーハ
ンドの情報にアクセスしやす
くなったことが大きいと思い
ます」
――次の来日予定は？
「まだ決まっていませんが、
ストーム社やハイ・スポーツ
社とも相談して、もう少し定
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やました・ともかつ
1982年12月5日生
まれ、長崎県出身。
2000年～2011年
ナショナルチーム
在籍。2023年6月

から長崎県スポーツ協会理事。全
日本ボウリング協会理事。2023年4
月から長崎県連副理事長。2022年
からＩBFアスリート委員。
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▲トラックに荷物を積み込むマレーシアの選手団

大会運営の舞台裏大会運営の舞台裏

▲一人ひとりの投球をつぶさに観察した上で気付
いたことをアドバイス。上田通訳（右）によると、どの
参加者にも共通して説いていたのは「時計の振り子
のように、ボールの重さを利用してスムーズにスイ
ングすることが高い再現性につながる」ことだという▲レッスン開始前のあいさつで、ベルモンテは「日本食

がとてもおいしいので、来るたびに5キロくらい太ってし
まいます」とジョークを飛ばして参加者を和ませた

▲鹿児島から参戦の久冨木選手が
優勝

目標はスーパースラム達成
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ＦＯＣＵＳ ＵＰ ＂両手投げの神様＂ジェイソン・ベルモンテが4年ぶり来日！イベントはどの会場も大盛況
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